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はじめに

離乳後多臓器性発育不良症候群（Postweaning 

multi�systemic wasting syndrome，PMWS）が近年肥

育豚で問題となっている6)。病因学的には豚サーコウ

イルス２型（Porcine circovirus type2，PCV2）の関与

が指摘されている5,7,9)が、PCV2のみの実験感染では軽

度な病変しか再現できないことがあることから、補因

子（co�factor）の必要性が示唆されている1,10)。著者ら

は PMWSの病態解明の一助とすべく、三重県内の病

性鑑定に供試された肥育豚について、その実態を調査

した。

材料および方法

材料には、１９９８年４月から２００２年３月までの間の三

重県下全域の肥育豚病性鑑定材料から、病理組織学的

に PCV2感染と診断された、あるいは感染が疑われた

肥育豚、およびそれらと同時に剖検された肥育豚の計

５３頭を用いた（表１）。

方法は、臨床事項について、剖検時の日齢と生前の

臨床症状を調査した。剖検所見は肉眼検査成績、全身

組織の病理組織所見はホルマリン固定、パラフィン包

埋にて薄切切片作成後、ヘマトキシリン・エオジン

（HE）染色を施し光学顕微鏡で観察した。特にリンパ

組織については、好塩基性細胞質内封入体形成、巨細

胞浸潤、リンパ濾胞内組織球増生、リンパ球減少の各

病変の有無を観察した。PCV2の抗原検出は各個体で

最も顕著な、あるいは疑われる病変を含むリンパ組織

について、ビオチン化 PMWS回復豚血清を用いた免

疫染色で陽性抗原の有無を観察した。この血清は

PCV2抗原と強く反応することが確認されている１１）。

微生物学的検査については、細菌およびウイルス分離

検査に加え、PCV2抗原検出豚に認められた病変に対

応して豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス (Porcine re-

productive and respiratory syndrome virus, PRRSV)、

Haemophilus parasuis (H. parasuis)、Pneumocystis 

carinii (P. carinii)、Salmonellaの各抗体を用いた免疫

染色を実施した。

成績

臨床事項：剖検日齢は３０日未満が５頭、３０～５９日が

８頭、６０～８９日が２０頭、９０～１２０日が１６頭、１２１日以上

が４頭であった（図１）。生前の症状は畜主からの聴

取内容も含めて、削痩３５頭、呼吸器症状

２１頭、下痢１３頭、衰弱死９頭、急死５頭、被毛粗剛

３頭、元気消失５頭、皮膚炎６頭、貧血６頭、顔面浮

腫３頭がみられた（図２）。
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表１　供試された肥育豚病性鑑定材料の内訳

PCV2を疑う病変保有頭数
頭数採材時期農場

リンパ球減組織球巨細胞封入体
２１１１２１９９８年６月Ａ
３１１２３１９９８年７月　
２０２０２１９９９年１月　
３０２０３１９９９年２月　
２１２１２１９９９年６月　
２５２４６１９９９年９月　
２２２１２２００１年５月　
４２０３４１９９８年１１月Ｂ
２２１２２１９９９年１月　
１０１０１１９９９年４月Ｃ
１２１１２１９９９年６月　
１０１１１１９９９年７月　
００１０１１９９９年４月Ｄ
２１０１２１９９９年５月Ｅ
２１１２２１９９９年５月Ｆ
１００１２１９９９年１０月Ｇ
２１１１２１９９９年１１月Ｈ
１０１０２１９９９年１２月Ｉ
２１２０２２０００年２月Ｊ
２０１２２２０００年５月Ｋ
２０１１２２０００年１２月Ｌ
２００２２２００１年１月Ｍ
１１１０２２００１年７月Ｎ
１１１０１２００１年８月Ｏ
０００１１２００１年８月Ｐ
４３２２２６２７５３計１６農場　　　



豚病会報　No.42　2003 23

剖検所見：リンパ節の腫脹が３２頭に認められた。

組織所見：全身組織では間質性肺炎３５頭、線維素性

肺炎などを含むカタル性肺炎２８頭、胸膜炎１２頭、間質

性腎炎（糸球体腎炎を含む）１０頭、血管炎・血管変性が

１０頭、腹膜炎６頭、敗血症５頭、皮膚炎４頭の他、腸

炎、髄膜炎、心筋変性、関節炎などがみられた（図３）。

リンパ組織では、細胞質内封入体形成２７頭、巨細胞浸

潤２６頭、濾胞内組織球増生２２頭、リンパ球減少４３頭が

みられた（図４）。

PCV2抗原検出：３４頭のリンパ組織においてビオチ

ン化 PMWS回復豚血清と反応する抗原が検出された。

微生物学的検査成績：PCV2抗原が検出された

３４頭のうち、カタル性肺炎の豚３頭から �����������	

��������	（��������	
��）、胸膜肺炎の豚２頭から ���

��������，敗血症の豚２頭から����������，髄膜炎の豚

１頭から������������	
	��	（�������）がそれぞれ分離さ

れた。

免疫染色では PRRSV が１３頭、���������	�が３頭、

����������が２頭、����������が２頭からそれぞれ検出

された。HE染色標本では、Cryptosporidiumが４頭、

Balantidiumが３頭で認められた。また、特徴的な病

変から大腸菌、�����������	
�����
��の感染がそれぞ

れ２頭で疑われた（表２）。

考察

PCV2関連疾病の診断は病変と関連して PCV2核酸

かつ、または抗原の証明によって得られ、PMWSにつ

いては、今のところ確定的なものはないが、PCV2を

表２　肥育豚の検査成績

その他の微生物
（確定できなかったもの）PCV2陽性頭数／検査頭数農場

PRRSV, ���������	�１０／２０Ａ
PRRSV, ���������	�５／６Ｂ
　４／４Ｃ
　０／１Ｄ
PRRSV, ���������	�２／２Ｅ
PRRSV, ����������２／２Ｆ
（大腸菌）１／２Ｇ
PRRSV１／２Ｈ
　０／２Ｉ
　０／２Ｊ
����������２／２Ｋ
（�����������	
����
�
��）１／２Ｌ
��������	
��２／２Ｍ
�������２／２Ｎ
��������	
��１／１Ｏ
　１／１Ｐ

　３４／５３　
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含む特徴的な病変の存在（病歴と衰弱を含む臨床症状

を併せ持つ）は最初に記載された PMWS3)の診断に矛

盾しないとされている2)。今回はリンパ組織の４病変

を特徴病変として、４病変のどれかを持ち、かつ病変

部に PCV2抗原が検出されたものを PMWSと診断し

た。免疫染色で確認された陽性抗原は PCV2抗原とみ

なすことができ、PCV2抗原が検出された３４頭は４病

変のいずれかを保有することから、PMWSと診断さ

れた。供試された５３頭を PMWS豚と PCV2非検出豚

に分けて各項目について検討した。

臨床症状：PMWS豚の日齢は３０日未満が３頭（比較

前の数値に対して６０％、以下同じ）、３０～５９日が７頭

（８７．５％）、６０～８９日が１６頭（８０％）、９０～１２０日が７頭

（４３．８％）、１２１日以上が１頭（２５％）で、６０～８９日齢以

前に多く分布していた。しかし臨床的には、この日齢

よりも早い日齢で発症していると推測される。症状は、

削痩２１頭（６０％）、下痢１１頭（８４．６％）、呼吸器症状１６頭

（７６．２％）で、非検出豚より多いと考えられたが、畜主

からの稟告によるものもあり，群全体を指すこともあ

ると考えられたので、PMWS豚の症状を特定するこ

とは困難と考えられた。しかし PMWS陰性農場は３

農場であったが、それらの豚は急死、下痢のみなどで

症状に乏しかった。

剖検所見：リンパ節の腫脹は PMWS 豚では１９頭

（５７．６％）であり非検出豚と顕著な差はなかった。

組織所見：PMWS豚の全身組織では、間質性肺炎２８

頭（８０％）、カタル性肺炎２０頭（７１．４％）、胸膜炎９頭

（７５％）で非検出豚より高率に認められた。特に間質

性肺炎では、そのうちの１３頭で PRRSV抗原が確認さ

れ、その関与が裏付けられた。全身組織をとおして病

変の認められなかった PMWS豚は１頭（２１日齢）で

あった。リンパ組織では細胞質内封入体形成２７頭

（１００％）、巨細胞浸潤１６頭（６１．５％）、濾胞内組織球増

生１９頭（８６．４％）、リンパ球減少２９頭（６７．４％）で、４

病変の多くが PMWS 豚に認められる。しかし、

PMWS豚と非検出豚それぞれにおける４病変の出現

状況では、細胞質内封入体形成（PMWS豚：７９．４％、

非検出豚：０％、以下同じ）と濾胞内組織球増生

（５５．９％、１５．８％）で差があり、巨細胞浸潤（４７．１％、

５２．６％）とリンパ球減少（８５．３％、７３．７％）については

大差はなかった（表３）。したがって、巨細胞浸潤、リ

ンパ球減少の所見で免疫染色を併用することなく

PCV2感染、PMWSを診断することはできない。逆に

細胞質内封入体は極めて診断的価値が高いと言える。

全身およびリンパ組織の組織所見から、PMWS豚の

多くはリンパ組織以外にも病変を持っていることが明

らかとなった。

微生物学的にはPRRSVが多く検出された。PRRSV

との混合感染は過去の事例においても多数報告があ

り5,6,8,9,11)、実験的にも混合感染で病変が重度となる4)

ことから、PRRSVが PMWSに深く関与している可能

性が考えられる。また、豚パルボウイルス（PPV）と

の関連も指摘されている2)が、今回は PPV抗原検索を

試みておらず、各農場における PRRSV、PPVの各ワ

クチン接種状況も明らかではなかった。敗血症型サ

ルモネラ症のように急性感染症を起こす病原体も検

出されたが、当該個体は PRRSV も検出されており

����������感染前に PMWSとなっていたと考えられ

た。また、���������	�、����������、Balantidiumのよう

な通常はあまり問題とならない日和見感染的な病原

体まで病変を形成していたことから、これらの個体

の免疫レベルは低下していたと考えられた。PCV2

以外の病原微生物が特定された PMWS 豚は１９頭

（Cryptosporidium、Balantidiumは除く）であるが、全

頭に感染性の病変が認められることから、PMWSは

PCV2および別の病原因子の感染により発症すると考

えられた。
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表３　PMWS豚と PCV2非検出豚の病変の比較

PCV2非検出豚
（ n ＝19）

PMWS豚
（ n ＝34）組織所見

０％７９．４％細胞質内封入体リンパ組織
５２．６４７．１巨細胞浸潤　
１５．８５５．９濾胞内組織球増生　
７３．７８５．３リンパ球減少　
１５．８０病変なし　
３６．８８２．３間質性肺炎全身諸臓器
４２．１５８．８カタル性肺炎　
１０．５２９．４胸膜炎　
２６．３１４．７間質性腎炎　
４７．４２．９血管病変　
５．３２．９著変なし　
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